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作成年月日

件 名

図 名

所 属

図 面 番 号

陸上自衛隊那覇駐屯地業務隊管理科

那覇駐屯地

案内図　N.S

仕様書・案内図

仕　　様　　書

２　場　　所：沖縄県那覇市鏡水679　陸上自衛隊那覇駐屯地

３　概　　要

５　一般事項

 (2)　本仕様書に記載無き事項及び用語の定義については、以下によるもとする。

　　　【国土交通省大臣官房官庁営繕部監修】

 (3)　工事時期及び実施工程等は、事前に監督官と打合せを実施すること。

　　ものとする。提出する写真については鮮明な写真を添付することとする。

　　責任において、速やかに原形に復旧すること。

 (5)　工事の際、他の箇所に損傷を与えないように十分注意して実施し、万一損傷を与えた場合は、受注者の

 (6)　本仕様書及び工事に際し、疑義が生じた場合は監督官と協議の上実施すること。

 (7)　施工中は、安全管理に十分留意し、事故等発生した場合は、速やかに監督官に報告するものとする。

 (8)　本仕様に記載無き事項についても、当然施工すべき事項は、受注者の負担で実施する。

 (9)　本工事で使用する材料は全て新品とし、監督官の検査を受けた合格品のみ使用する。

(10)　受注者は、毎日施工終了後に現場の整理整頓及び清掃を実施することとする。

(11)　受注者は、自衛隊敷地内への立入り及び敷地内での行動については、当該駐屯地の規則及び自衛隊関係

　　者の指示を遵守して行うものとし、施工場所以外への立入りを禁止する。やむを得ず施工場所以外への立

　　入りが必要な場合は、監督官等の許可を得るものとする。

(12)　本敷地内への立入りについては、事前に申請を行い、許可を受けた者のみ入場することができるものと

　　し、申請に必要な書類を速やかに提出するものとする。

　　　・公共建築(改修)工事標準仕様書　　（電気設備工事編）　　最新版

　　　・公共建築(改修)工事標準仕様書　　（土木工事編）　　最新版

 (4)　本工事の写真は着工前・施工中・竣工後及び監督官の指示する箇所を撮影し、工事完了後、隠ぺいとな

　　る部分は、確実な写真管理を実施すること。施工完了後、Ａ４判写真帳に整理して１部監督官へ提出する

 (6) その他諸工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　  1式

４　履行期間：契約締結日　～　令和８年３月３１日

　

 (2)　施工場所①

　

　　ケ　仕様書に記載の施工に必要な諸資材は、受注者負担で用意するものとする。

　　コ　掘削土は、監督官と調整し現場周辺に一時仮置きし埋め戻しの際利用するものとする。

　　サ　本工事で発生する発生材は、関係法令に基づき請負者が処分するものとする。

６　特記事項

　　ア　本仕様書に記載する数量・寸法については、計画数量・寸法である為、施工前に計測等を行う。

 (1)　共通

　　イ　新設ハンドホールは、50ｍごとに設置するものとする。また、図面に記載がなく必要となる個所があ

　　　る場合は受注者負担で設置するものとする。

　　ウ　分電盤新設の際、アース線を新設し接地を確実に確保するものとする。

　　エ　壁面配線・配管は、取付金具で壁面に固定し設置するものとする。

　　　る。

　　オ　プルボックス・防雨ボックス設置後・ハンドホール貫通口はコーキング等で防水措置を施すものとす

　　カ　分電盤等新設後、絶縁抵抗測定等必要な点検を行い点検報告書を提出するものとする。

　　キ　縁石・排水溝等が進路上にある場合、撤去後既設物を使用し復旧するものとする。

　　ク　新設AS舗装は、再生アスファルト(JIS K2207に準ずるもの)・アスファルト乳剤(PK-3)・砕石（道路用

　　　砕石　JIS A 5001）を基準とし施工するものとする。。

(13)　本工事で使用する電気・水道は、受注者で発電機・タンク等を用意し施工するものとする。

那覇(R7)構内外線路改修工事♯1

１　件　　名：那覇(R7)構内外線路改修工事♯1

 (1)　本仕様書は、「那覇(R7)構内外線路改修工事♯1」に適用する。

 (2) 分電盤新設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4個

 (1) 構内外線路新設(屋内・外)　　　　　　       　　  625m

 (3) ハンドホール新設　　　 　　　　　　　　　　　　　13個

 (4) AS舗装撤去・復旧　　　　　　　　　　　　 345㎡・275㎡

 (5) 掘削・埋め戻し　　　　　　　　　　　  　 496m3・344m3

　　イ　　　番配線路は、　番配線をハンドホールで分岐し各分電盤に配線するものとする。2 31

　　　ックスを設置し配線するものとする。

　　ア　新設屋内配線路は、吊り金具等を使用し配線・配管を行いキュービクル式高圧受変電設備内にブレー

　　　カーを増設するものとする。

 (3)　施工場所②・③

　　ア　既設ハンドホールに貫通口を新設し、ハンドホール内侵入口を利用し室内電灯盤に配線するものとす

　　　る。

 (4)　施工場所④

　　イ　既設トランスは動力の為スコットトランスを設置し、低圧電灯が使用できるようにするものとする。

　　ウ　スコットトランスからの配線は、室内壁面に防雨ボックス・漏電ブレーカーを新設し、屋外はプルボ

　　ア　本工事で設置するスコットトランスは、官側で用意したものを使用するものとする。
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施工場所①

施工場所②

施工場所③

Ｎ

作成年月日

件 名

図 名

図 面 番 号

陸上自衛隊那覇駐屯地業務隊管理科所 属

那覇(R7)構内外線路改修工事

配置図

駐屯地配置図　S＝1/3000

凡例：　　　　分電盤設置位置

施工場所④
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作成年月日

件 名

図 名

所 属

図 面 番 号

陸上自衛隊那覇駐屯地業務隊管理科

　平面図・立面図・詳細図・断面図

記　号 新設ケーブル新設配管

50m

撤去・復旧（AS舗装）

50m

20m 14m (GLT70)

品　名 数　量規　　格　　等

ハンドホール 　1,200型程度　凡例：

分電盤 1個

プルボックス

※掘削部分は詳細図参照

1個

2個

A面立面図　S＝1/50

G.L

1
,
0
0
0電線・電線管新設

プルボックス新設

6m

　詳細図参照　凡例：

35m

(EM-CET100□-3C)

施工場所①詳細図　S＝1/1,000

Ｎ

電線(屋内)

コア抜き 1箇所　φ70　ｔ＝150㎜

3
,
0
7
0

4,090

3号建物平面図　S＝1/75

B B´

3個

ブレーカー 1個

防雨ボックス 1個

既設トランス

※既設動力変圧器は300KVA

1

2

3

4

3号建物

Ｎ

施工場所キープラン　N.S
※　　施工場所

施工場所①

1

2

3

4

スコットトランス

A
B

プルボックス新設

ブレーカー新設

電線・電線管新設 スコットトランス新設

電線・電線管新設

1
,
0
0
0 既設変圧器

電線・電線管新設

1
,
5
0
0

プルボックス新設

凡例：　　コア抜き箇所

ブレーカー新設

スコットトランス新設

電線・電線管新設

電線・電線管新設

B-B´面断面図　S＝1/50

凡例：　　コア抜き箇所

　400×400×200　SUS　凡例：

撤去・復旧(草地)

　EM-CET100□-3C(HIVE70)

　プラスチック製

　3P225A　漏電タイプ

141m 141m

那覇(R7)構内外線路改修工事♯1

　三相ｽｺｯﾄ結線 低圧60Hz 30kVA　官給品支給

プルボックス新設

プルボックス新設
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作成年月日

件 名

図 名

所 属

図 面 番 号

陸上自衛隊那覇駐屯地業務隊管理科

　平面図・立面図・詳細図・断面図

プルボックス新設

2
,
2
5
0

A面立面図　S＝1/75

電線・電線管新設
ブレーカー新設

プルボックス新設

B-B´断面図　S＝1/75

2
,
2
5
0

電線・電線管新設

1
,
0
0
0

凡例：　　コア抜き箇所

既設分電盤

B

B´

既設分電盤

53号建物電気室平面図　S＝1/50

記　号 新設ケーブル新設配管撤去・復旧（AS舗装）

(GLT70)

品　名 数　量規　　格　　等

ハンドホール 　1,200型程度　凡例：

分電盤

プルボックス

※掘削部分は詳細図参照

2個

　詳細図参照　凡例：

20m

4m210m

241m

9個

2個

(EM-CET100□-3C)

7.5m電線(屋内)

コア抜き 1箇所　φ70　ｔ＝150㎜

　EM-CET100□-3C（HIVE70）

ブレーカー 1個

施工場所③

施工場所②

Ｎ

施工場所②・③詳細図　S＝1/3,000

1

2

53号建物

Ｎ

施工場所キープラン　N.S

施工場所②・③

※　　施工場所

1

2

3

プルボックス新設

凡例：　　コア抜き箇所

　400×400×200　SUS　凡例：

A

電線・電線管新設

撤去・復旧(草地)

　3P225A　漏電タイプ

3

1,000

2
5
0

478.5m 478.5m

那覇(R7)構内外線路改修工事♯1 5/7



Ｎ

作成年月日

件 名

図 名

所 属

図 面 番 号

陸上自衛隊那覇駐屯地業務隊管理科

施工場所⑧詳細図　S＝1/1,000

記　号 新設ケーブル新設配管撤去・復旧（AS舗装） 撤去・復旧（芝）

(GLT70) (EM-CET100□-3C)

品　名 数　量規　　格　　等

ハンドホール 　1,200型程度　凡例：

分電盤

※掘削部分は詳細図参照

　詳細図参照　凡例：

20m 2m

22m

1個

1個

既設ハンドホール

6,000

9
,
0
0
0

既設ハンドホール

5m電線(屋内)

コア抜き 1箇所　φ70　ｔ＝150㎜

A

B

G.Lから600㎜の位置でコア抜き

B面立面図　S＝1/75

A面立面図　S＝1/75

既設建具

既設建具

　EM-CET100□-3C（HIVE70）

既設建具 既設建具

既設分電版

凡例：　　コア抜き箇所

1

22m

1

　平面図・立面図・詳細図

45号建物平図　S＝1/300

45号建物平面詳細図　S＝1/300

施工場所④

那覇(R7)構内外線路改修工事♯1 6/7



発生土埋戻

作成年月日

件 名

図 名

所 属

図 面 番 号

陸上自衛隊那覇駐屯地業務隊管理科

上層路盤
(RM-40)

(RC-40)

AS舗装撤去・新設

埋設標識シート

良質発生土埋戻

8
0
0

5
0
1
5
0

1
5
0
5
0

1
,
2
0
0

AS舗装部　標準掘削図　　　　　　　　　　　　　　S＝1/20

下層路盤
上層路盤(RM-40)

下層路盤(RC-40)

発生土

1
,
2
6
0

1
5
0

1
5
0
5
0

1
,
6
1
0

2,360

AS舗装撤去・新設

1
5
0

1
5
0
5
0 AS舗装撤去・新設

1
2
0

1
,
2
0
0

1
5
0
5
0
9
0

1
,
6
1
0

1
,
6
1
0

1
,
2
6
0

2,360

500 145 600 615 500

下層路盤(RC-40)

上層路盤(RM-40)

発生土埋戻

AS舗装撤去・新設

上層路盤(RM-40)

下層路盤(RC-40)

路盤(RC-40)

敷きモルタル

ハンドホール
(1200型程度)

400 1,560

1,200 8080

400

500

▼GL

1
,
7
5
0

100 700

900

100

5
5
0

100 100
1,400
1,200

8
0
0

1
0
0

1
0
0

9
0
0

70,70

新設分電盤詳細図(正面)　S=1/30

700
500 100100

9
0
0

8
0
0

1
0
0

1
0
0

70,70

新設分電盤詳細図(側面)　S=1/30

コンクリート基礎新設

電線管新設

コンクリート基礎新設

電線管新設

分電盤(SUS)新設

分電盤(SUS)新設

▼GL 1
0
0

8
0
0

9
0
0

発生土埋戻発生土埋戻

路盤(RC-40)

捨てコンクリート

コンクリート基礎

1
5
0
1
0
0

　各詳細図・掘削図

漏電ブレーカー30A
(基礎・枠共)

漏電ブレーカー30A
(基礎・枠共)

※ｔ＝1,700㎜

1,400500 500

2,400

1,200

【新設】ハンドホール部　標準掘削図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S＝1/20【新設】分電盤掘削図　　　　　　　　　　　　　　　S＝1/30

【撤去】ハンドホール部　標準掘削図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S＝1/20
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